
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

            

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２０１９年１２月  |  第 ２４号 

中央区ボランティア・市民活動センター ＮＥＷＳ 

 

 

10月 29日～11月 3日の６日間、福島県郡山市災害ボランティア 

センターに運営支援派遣に行ってまいりましたので、現地の様子を 

報告させていただきます。台風 19号の影響により、郡山市を南北に 

流れる阿武隈川が越水、また隣接する河川の越水、決壊により阿武 

隈川流域 10㎞にわたり浸水被害が生じました。浸水の深さは 

最大 5.2ｍに達したエリアもあるとのことでした。被害状況としては、 

全壊 754件、大規模半壊 1,076件、床上浸水が 6,124件、床下浸水が 740件あり、想像をはる

かに超える被害の大きさでした。また、１階が浸水してしまった家がほとんどで、住民さんも散乱した

家財の片付けや泥だしをされていました。 

 

現地の住民さんも「まさかこんなに被害が大きくなるとは思わなかっ 

た。」「30 年前にも大きな水害の被害にあったが高床にしたため水もそ

んなに上がってこないと思った。」など大丈夫だろうと考えていた方が多

くいたそうです。しかし、「思い出や大切にしていたもの全て失った。」「家

の中は流されて空っぽ。これからの生活をどうしていけばいいのだろう。」

という不安な気持ちでいっぱいだと話してくださり、現地の様子と声を聞

いて水害の恐ろしさを目の当たりにしました。 

 

「何か力になれれば…」という想いでボランティアさんも全国各地から 

のべ 3,600人駆けつけ、ボランティア活動に尽力されました。ボラン 

ティアさんも現地の方々に積極的に声をかけている姿も見られ、 

時には涙を流しながらボランティアさんに感謝されている住民さんの 

姿がうかがえました。ボランティアさんの力は、家財を運ぶことや泥だし 

のお手伝いだけでなく、被災者の方々に元気を与えてくれる存在に 

なっていると思いました。 

 

いつ何時起こるか分からない災害。大丈夫だと思っていてもいつかは 

来るかもしれないため、改めて日ごろからの備えや人と人とのつながり 

づくりが大切だと感じました。また中央区社協でも災害ボランティア 

センターについて地域の方々に知っていただき、防災に強いまちづくりを目指してこれからも取り

組んでまいります。 

これから東北地方は降雪の時期に入ります。復興に向けてスムーズな支援が難しくなりますが、

息の長い支援を続けていかれます。引き続き皆さまのご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 

ボランティアコーディネーター 中原 

  

 



 

 

 

中央区ボランティア・市民活動センター NEWS             ２０１９年 12月 / 第２４号 

●●エエココキキャャッッププ仕仕分分けけ活活動動「我
が

楽
ら く

多会
た か い

」  
次次回回活活動動日日：：1122//1144（（土土））・・11//1111（（土土））  

活活動動時時間間：：１１３３：：３３００～～１１５５：：３３００  

活活動動場場所所：：ボボラランンテティィアア・・市市民民活活動動セセンンタターー  

交交  通通  費費：：ななしし  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

           

 

                

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

中央区ボランティア・市民活動センター（ふれあいセンターもも ３階） 

住所：中央区上本町西２－５－２５ 

電話 : (０６) ６７６３－８１３９ FAX  : (０６) ６７６３－８１５１ 

 

●●古古切切手手のの切切りり取取りり✄✄ののおお手手伝伝いい♪♪  
次次回回活活動動日日：：1122//1100（（火火））・・11//1144（（火火））  

活活動動時時間間：：１１３３：：３３００～～１１５５：：３３００  

活活動動場場所所：：ボボラランンテティィアア・・市市民民活活動動セセンンタターー  

交交  通通  費費：：ななしし  
※※古古切切手手がが集集ままららなないい場場合合はは、、エエココキキャャッッププのの仕仕分分けけををししまますす。。  

エコキャップ・古切手の回収しています！ 

※※どどちちららもも活活動動参参加加時時はは、、水水分分補補給給用用ののおお茶茶等等ををごご持持参参くくだだささいい。。  

 

台台風風 1199号号のの発発災災かからら 11かか月月以以上上がが経経過過ししてていいまますす。。各各地地のの災災害害ボボラランンテティィアアセセンンタターーでではは、、被被

災災さされれたた方方々々かからら寄寄せせらられれるるニニーーズズへへのの対対応応がが進進んんだだここととでで、、ボボラランンテティィアアのの募募集集対対象象地地域域をを限限らら

せせてていいたただだいいたたりり、、週週末末をを中中心心ととししたた活活動動やや、、事事前前登登録録・・受受付付をを行行ううここととでで被被災災さされれたた方方々々のの要要望望にに

沿沿っったた活活動動をを進進めめるる状状況況にに変変化化ししつつつつあありりまますす。。    

一一方方、、現現在在もも多多くくののボボラランンテティィアアのの協協力力をを求求めめてていいるる災災害害ボボラランンテティィアアセセンンタターーががあありりまますす。。  災

害ボランティアセンター開設状況としては、いわき市災害ボランティアセンターをはじめ、宮城県

丸森町、長野県長野市の各ボランティアセンターでは、多くのボランティアの皆さんの支援を求め

ています。またこの 3か所以外の災害ボランティアセンターでも、引き続きボランティアの皆さんの

支援を求めている所があります。ぜひ、ご協力をお願いいたします。  

11月 6日、13日、21日の 3回連続講座で子育て支

援ボランティア講座を開催しました。1 日目は、応急

処置について学びました。2 日目は子育て支援セン

ター李先生による乳幼児の手遊びについてのお話

や、絵本の会島之内さんによる絵本の読み聞かせに

ついてお話していただきました。そして実際に保育所

で子どもたちに絵本の読み聞かせを行い、子どもた

ちとふれあえる機会になりました。また 3 日目は、田

中小児科医院の田中先生を講師にお招きし、子ども

の病気と事故について詳しくお話していただきまし

た。受講生の皆さんにとってとても学びが深まった 3

日間になったと思われます。お疲れ様でした！ 


